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モジュネートを作製した。蛋白濃度を一定に希釈した対照群 (N= 7) とクリップ装着後 2 カ月間経過した脳血流低
下群( 2 カ月群; N= 8) の白質ホモジュネートを電気泳動し，これを polyvinylidene difluoride に転写して，モノ









体，ポリクロナル抗MBP抗体を第 1 抗体とし，第 2 抗体にはアルカリフォスファターゼ標識抗ウサギ IgG を用いた















このような蛋白変化を経時的に検討するために， ELISAによる定量法を開発した。 ELISA による定量では，
脳血流低下群のMBP量は脳血流低下 1 週から既に減少傾向を示し， 1 カ月では有意に減少していた。これに対して，





















におけるミエリン塩基性蛋白 (MB P) とニューロフィラメント H蛋白 (NFH) の減少，グリア線維酸性蛋白 (G
F AP) の増加が認められた。さらに ELISA法による測定系を開発してMBP と NFHの経時的変化を定量した
? ?円ペU?
ところ， MBP の減少時期がNFHに先行するとの結果を得た。これらの結果から本モデル動物の白質病変におい
てはミエリンのみならず軸索もまた何らかの障害を受けており，かっミエリンの障害が軸索のそれに先行することが
示唆された。
これらの知見は慢性脳血流低下状態に見られる白質病変の形成機序を理解する上で重要であり，学位に値すると考
えるo
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